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（法律と条例に該当する場合は法律を適用します） 

対象となる法令以外を二重線で消してください 
フ リ ガ ナ 

氏  名 

法人にあっては、その 

名称及び代表者の氏名 

届出者が代理人（工場長など）の場合は、代表者の委任状が必要です 

工事開始の３０日前までに提出してください 

★ ２部提出 騒音に係る特定施設設置（使用）届出書 

           令和  〇年  ４月  １日 
 

富士市長 ○○ ○○ 様 
 
 

 

 

 

 
 
   騒音規制法第 6 条第 1 項  （第 7 条第 1 項）  
   静岡県生活環境の保全等に関する条例第 53 条第 1 項 （第 54 条第 1 項） 

次のとおり届け出ます。 

フ リ ガ ナ  カブシキガイシャ○○コウギョウ  フジコウジョウ 

※ 整 理 番 号 

 

工 場 又 は 

事 業 場 の 名 称 
 株式会社○○工業  富士工場 

工 場 又 は 

事業場の所在地 

〒 417-0055 

 富士市永田町 1 丁目 2 番地 
※受理年月日 年   月   日 

工場又は事業場

の 事 業 内 容 
 自動車部品製造（金属加工） ※ 施 設 番 号 

 

常 時 使 用 す る 

従 業 員 数 
 ５人 ※ 審 査 結 果 

 

騒音防止の方法  別紙のとおり ※ 備    考 
 

騒 音 に 係 る 特 定 施 設 の 

種 類 
型 式 公称能力 数 

使用開始時刻 

（時・分） 

使用終了時刻 

（時・分） 

 １‐機械プレス PP11 ９８０ｋＮ １ ９：００ １８：００ 

 ２‐空気圧縮機  KS75 ７.５ｋＷ １ ９：００ １８：００ 

            
      

 備考 

 １．※印の欄には、記載しないこと。 

 ２．騒音に係る特定施設の種類の欄には、騒音規制法施行令別表第 1、静岡県生活環境の保全等に関する条例施行規則 

   別表第８に掲げる項番号及びイ、ロ、ハ、(１)、(２)、(３)等の細分があるときはその番号並びに施設の名称を記載すること。 

 ３．騒音の防止の方法の欄の記載については、別紙によることとし、消音器の設置、音源室内の防音措置、遮音塀の設置等 

   騒音防止に関して講じようとする措置の概要を明らかにするとともに、できる限り図面、表等を利用すること。 

 ４．添付書類  

  (1) 当該施設の配置図 

  (2) 当該施設を設置する工場又は事業場及びその付近の見取図 

の規定により、騒音に係る特定施設について 

〒417-0055 

富士市永田町 1 丁目 2 番地 

株式会社 ○○工業 

富士 太郎 

住  所 

フ リ ガ ナ 

法人にあっては、その 

主たる事務所の所在地 

《 記入例 》 
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《 記入例 》 

（法律と条例に該当する場合は法律を適用します） 

対象となる法令以外を二重線で消してください 
フ リ ガ ナ 

氏  名 

法人にあっては、その 

名称及び代表者の氏名 

届出者が代理人（工場長など）の場合は、代表者の委任状が必要です 

工事開始の３０日前までに提出してください 

★ ２部提出  

騒音に係る特定施設の種類ごとの数変更届出書 

 
           令和 〇年  ４月  １日 

 

富士市長 ○○ ○○ 様 
 
 

 

 

 

 
 
   騒音規制法第 8 条第 1 項 
   静岡県生活環境の保全等に関する条例第 55 条第 1 項又は第 2 項） 

数の変更について、次のとおり届け出ます。 

フ リ ガ ナ  カブシキガイシャ○○コウギョウ  フジコウジョウ 

※ 整 理 番 号  

工場又は事業場 

の 名 称 
 株式会社○○工業  富士工場 ※受理年月日 年   月   日 

※ 施 設 番 号  

工場又は事業場 

の 所 在 地 

 〒 417-0055 

 富士市永田町 1 丁目 2 番地 

※ 審 査 結 果  

※ 備    考  

特 定 施 設 の 

種 類 
型 式 公称能力 

数 使用開始時刻 使用終了時刻 

変更前 変更後 
変更前 

（時・分） 

変更後 

（時・分） 

変更前 

（時・分） 

変更後 

（時・分） 

１‐機械プレス PP11 ９８０ｋＮ １ １ ９：００ ９：００ １８：００ １８：００ 

２‐空気圧縮機 KS75 ７.５ｋＷ １ ０ ９：００  １８：００  

２-空気圧縮機 MS21 １５ｋＷ ０ １  １０：００  １７：３０ 

         

         

備考 

１．※印の欄には、記載しないこと。 

２．騒音に係る特定施設の種類の欄には、騒音規制法施行令別表第 1、静岡県生活環境の保全等に関する条例施行規則 

 別表第８に掲げる項番号及びイ、ロ、ハ、(１)、(２)、(３)等の細分があるときはその番号並びに施設の名称を記載すること。 

３．特定施設の種類ごとの数に変更がある場合であっても、騒音規制法第８条第 1 項及び静岡県生活環境の保全等に関する 

 条例第 55 条第 1 項ただし書の規定により届出を要しないこととされるときは、当該特定施設の種類については、記載しない 

 こと。 

４．添付書類 

 (1) 当該施設の配置図 

 (2) 当該施設を設置する工場又は事業場及びその付近の見取図  

の規定により、騒音に係る特定施設の種類ごとの 

〒417-0055 

富士市永田町 1 丁目 2 番地 

株式会社 ○○工業 

富士 太郎 

住  所 

フ リ ガ ナ 

法人にあっては、その 

主たる事務所の所在地 
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別紙で図面の写しを添付いただいても結構です 

騒音防止の方法 

 

 １．工場（作業場）建屋の構造 

 

 
外 壁 内 壁 屋 根 窓 柱 床 

材 質 耐火ＡＬＣ フェルト 耐火スレート 二重サッシ 鉄骨 コンクリート 

厚 さ ５００ｍｍ １０ｍｍ ３００ｍｍ 
ガラス 

２０ｍｍ 
 

コンクリート 

７５０ｍｍ 

 

 ２．騒音(振動)防止の方法（箇条書き又は図示） 

  ・ 建物全体を防音構造とする（ＡＬＣ、フェルト） 

  ・ 低騒音型機械プレス、空気圧縮機の導入 

  ・ 空気圧縮機は、コンクリートブロックで囲い防音対策を行う 

 

  

  
 

敷地内の建物配置図、機械配置図 

   

 

 

                      

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

防音壁 

空気圧縮機 

道路 

民家 

ブロック塀 

 

事務所 ブロック塀 

工場 
機械プレス 

２ 

シャッター 

出入口 

出入口 

１ 

１６ｍ ２０ｍ 3ｍ 

2
0
ｍ
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別紙で住宅地図の写しなどを添付いただいても結構です 

参考事項（項目選定のものは、該当項目を○で囲むこと） 

資 本 金       ５０，０００   千円 従 業 員 数         １０     人                  
主 要 製 品 自動車部品 敷 地 面 積          ８００     ｍ2 

都 市 計 画 法 に 

よ る 用 途 地 域
 工業地域 建 物 面 積          ４００     ｍ2 

担 当 

部 課 係 
製造部 操 業 時 間    ９ 時 ～  １８ 時 

フ リ ガ ナ フジカワ イチロウ フ リ ガ ナ フジカワ ジロウ 

担 当 者 富士川 一郎 公害防止管理者 富士川 二郎 

付 近 の 見 取 図 

（ 案 内 図 ） 
下記のとおり ・ 別添のとおり 電 話 番 号 

 

０５４５－５１－０１２３ 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


